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別紙 

厚生文教常任委員会における審査の経過と結果について（審査日：令和２年２月２１日） 

 

１．議案第１号 令和元年度川西市一般会計補正予算（第４回） 

議案の概要 

国の令和元年度補正予算による財源を活用し、市内の小中学校及び特別支援学校におけ

るＩＣＴ環境を整備するため、通信ネットワーク整備にかかる費用を計上するもの。 

質疑の概要  

⑴ 第１表 歳出 

 ① 第１０款 教育費 

 問 通信ネットワーク整備後のスケジュールとしては、本年１０月から小学５・６年

生と中学１年生に１人１台タブレットを配置して活用を開始し、その後、他の学年

について、年次的に対象を拡大するとのことであるが、本年４月から開始されるプ

ログラミング教育について、通信ネットワークの整備完了時期との整合といった観

点から、具体的な授業がどのように想定されているのか伺いたい。 

 答 プログラミング教育については、算数や理科の教科書に示されており、併せて総

合的な学習の時間でも取り組んでいく予定である。プログラミング教育には、ＰＣ

を使わずに思考を育む「アンプラグドプログラミング」、ＰＣを使ってプログラム

を作成し画面上で動きを確認する「ビジュアルプログラミング」、作成したプログ

ラムでロボット等の実物を動かす「フィジカルプログラミング」の３つの段階があ

るため、タブレット機器導入前から効果的に授業を進めることは可能と考えてい

る。 

 

 問 機器類の整備に加え、これを活用して充実した授業を行うことが重要となるが、

４月からのプログラミング教育開始に向けて、教員研修をはじめとする対策をどの

ように考えているのか伺いたい。 

 答 プログラミング教育の必修化は従前から予定されていたため、小学校では「プロ

グラミングカリキュラム等作成委員会」を設置して授業内容を検討してきた。そこ

では各種研修を行うとともに、本年３月中に同委員会が作成した資料を各校へ配付

し、これをもとに４月からの授業に向けた準備を進めることとしている。 

 答 今年度は小学校１校、中学校１校、川西養護学校で先行的にタブレットを導入し

て実践を積み重ねている。その結果を先般の教育実践発表会で発表し、各校への情

報共有を図ったところであるが、十分とは考えていないため、さらに研修を重ねる

ことなどにより、しっかりと準備を整えたいと考えている。 
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 問 本案可決後の入札・契約手続きに向けて仕様書の作成等が進められると考える

が、現在の機器類選定等にかかる作業状況を伺いたい。 

 答 現時点においては、校内ＬＡＮの使用をはじめ、採用するＯＳ等について、メリ

ットとデメリットを精査しているところであり、さらに、整備に向けては各校の現

状を把握しながら、本市にとって最善の選択ができるよう十分な検討を加えていき

たい。 

 

 問 高価な機器類を各校で保有することとなり、タブレットの持ち帰りなどに関する

管理方法をはじめ、情報モラル教育を含めたリスク管理について、マニュアル化な

どの慎重な検討が必要であると考えるが、本年４月までに対策が可能なのか伺いた

い。 

 答 本年１月に、国から本構想の提示があり、即座に対応しなければならない状況と

なっているが、市教育委員会と各校間の協議を密にし、必要な事項を丁寧に確認し

ながらルールづくりを着実に進めたいと考えている。 

   また、タブレット端末の管理方法については、先行実施している自治体で持ち帰

りなどを認めている例もあるが、様々な面でリスクがあるため、本市では当面認め

ない方向とする考えである。 

 

 問 先進自治体では、校舎内だけでなく体育館などのあらゆる場所で通信環境が整備

されている例を確認しているが、本市における学校内の使用可能範囲に加え、容量

や通信速度をどの程度で想定しているのか伺いたい。 

 答 本市では、学校における現状のインターネット通信環境では、使用場所に制約が

あったことも考えられるが、本事業では、現在の有線ＬＡＮを全て更新するほか、

Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントを各教室及び体育館にも各１台の設置を想定してお

り、校内の全ての施設で滑らかに動画が見られる状態になるよう整備する予定であ

る。 

 

 問 全国一斉に導入へ向けて動き出すこととなるが、新型コロナウィルスによる中国

からの部品調達が懸念される状況にある中で、予定している１０月１日からの機器

導入が遅れる心配はないか。 

 答 ＩＣＴ機器の部品は中国製が多いため影響が懸念されることから、現在検討中の

ＯＳ３社（グーグル、マイクロソフト、アップル）に対して、先日、確認したとこ

ろ、現時点の見通しとしては対応可能との回答を得ている。ただし、今回は、全国
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的な動きであることなどを踏まえると、多少の遅れも想定しながら準備を進めるし

かないと考えている。 

  

 問 今回、国の要請に対して本事業への対応を迅速に判断されたことによるメリット

は理解するが、一方では、機器調達はもとより、セキュリティ対策などを含めて短

期間で体制を整えなければならないリスクも懸念される。 

そこで、万が一、導入が遅れた場合でもプログラミング教育に影響がないよう対

策を想定されているのか伺いたい。 

 答 二次元バーコードの掲載など、近年は教科書自体がＩＣＴ機器の活用を視野に入

れていることに加え、来年度から開始されるプログラミング教育では、タブレット

がなくても授業が可能であるが、使用することで一層、学習の広がりが期待できる

ため、今回の早期導入を判断したものである。したがって、タブレットの導入が遅

れる事態となった場合に、プログラミング教育で機器類が必要となる場合には、既

存のパソコンルームを活用することにより対応は可能と考えている。 

 

 ⑵ 第２表 繰越明許費補正・第３表 地方債補正 

   なし 

特 記 事 項 配布資料あり（国の補正予算を活用した学校通信ネットワーク整備業務及び 

     教育用タブレット端末整備について） 

審 査 結 果 原案可決（全員賛成） 


